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は じ め に

本書は，大学の化学や生物に関する学科(応用化学科，生物工学

科など)，高専の工業化学科などで化学を学んでいて初めて化学工

学を学習する学生を対象としています．化学工学とは，さまざまな

化学製品を製造する際に必要な学問ですが，現在では「化学工学的

な手法」と呼ばれる考え方が化学にとどまらず幅広い領域で活用さ

れています．「化学工学的な手法」は明確に定義されたものではあ

りませんが，物質の出入りや熱の出入りを正確に扱うことから始ま

り，化学反応などの対象を数式で表したり，複数の要素をまとめて

目的を達成する装置をつくることまで含みます．

本書の構成は，量を正しく扱うための単位の話から始め，物質と

エネルギーの出入りを定量的に扱う方法，さらにそれらの具体例と

して蒸留とガス吸収を解説します．また，流体の流れと熱の伝わり

方について説明し，最後に物質の生産においては必要不可欠な粉粒

体(粉体)の分離の基礎について扱うことで，化学工学における分離

の基礎の修得を目的としています．また，それぞれの解説ではでき

る限り簡便な図を用いた説明をすることでイメージをつかみやすく

し，学習者自らが図を描けるようになることを目標としています．

解説の後には例題とその解説を具体的に示し，さらに演習問題をこ

なしていくことで，実践する方法を身につけられるようにしてあり

ます．

2019．9
大庭 武泰
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